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一 

 



こ
の
了
解
事
項
は
昭
和
二
十
四
年
四
月
六
日
の
「
阿
波
丸
事
件
に
基
く
日
本
国
の
請
求
権
の
放
棄
に
関
す
る
決
議
」
の
内
容

に
含
ま
れ
て
い
な
い
事
項
で
あ
る
が
、
こ
の
債
務
負
担
に
関
す
る
協
定
も
ま
た
、
国
会
に
報
告
は
さ
れ
た
が
、
国
会
に
承
認

を
求
め
る
手
続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

一 

昭
和
二
十
四
年
四
月
十
四
日
、
米
国
政
府
と
の
間
に
な
さ
れ
た
阿
波
丸
請
求
権
の
処
理
の
た
め
の
協
定
は
、
国
会
に
報

告
は
さ
れ
た
が
、
国
会
に
承
認
を
求
め
る
手
続
が
、
な
さ
れ
て
い
な
い
。
従
つ
て
同
協
定
は
憲
法
第
七
十
三
條
に
よ
り
、

未
だ
効
力
が
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
き
き
た
い
。 

二 

同
協
定
に
了
解
事
項
と
し
て
左
の
事
項
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

從
つ
て
同
協
定
は
、
憲
法
第
七
十
三
條
に
よ
り
、
ま
だ
効
力
が
発
生
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
同
協
定
の
債
務
は
国
会
の
議 

占
領
費
な
ら
び
に
日
本
国
の
降
伏
の
時
か
ら
米
国
政
府
に
よ
つ
て
日
本
国
に
供
與
さ
れ
た
借
款
及
び
信
用
は
、
日
本
に
と

つ
て
有
効
な
債
務
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
債
務
は
、
米
国
政
府
の
決
定
に
よ
つ
て
の
み
こ
れ
を
減
額
し
得
る
も
の
で
あ
る
。 

阿
波
丸
協
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 

決
が
な
い
か
ら
、
憲
法
第
八
十
五
條
に
よ
り
有
効
な
債
務
で
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
き
き
た
い
。 

三 

同
協
定
の
了
解
事
項
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
債
務
の
現
在
額
が
い
く
ら
で
あ
る
か
き
き
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 
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